
臨 床 英 語 Ⅱ 
オーガナイザー 

 循環器内科 田中 篤 

 

Ⅰ 授業の目的 

 社会において、海外からの患者の受診や海外への患者紹介、国際学会への参加、英語論文作成、海外留学な

どの機会が飛躍的に増加している。その際、必要となるのが英語を用いた文書作成能力であう。文書等には確

立された形式や様式が存在するため、それらの基本を学び、将来医師として国際的に活躍できる能力を習得す

る。 

 

Ⅱ 到達目標  

1. 英語による患者紹介状を作成することができる。 

2. 英語による学会抄録を作成することができる 

3. 英語によるプレゼンテーション用スライドを作成することができる。 

4. 英語による英語雑誌の編集長宛の手紙を作成することができる。 

5. 英語による履歴書を作成することができる。 

   

Ⅲ 教育内容および講義日程表 

   実際に、英語による、患者紹介状、学会抄録、プレゼンテーション用スライド、英語雑誌の編集長宛の手紙、

履歴書の作成を行う。 

No. 月日 曜日 時限 項 目 担当科 担当 

1 R6.11.18 (月) 1 英語学会抄録作成 腎臓内科学 荒木 信一 

2 R6.11.25 (月) 1 英語学会プレゼンテーション作成 内科学第一 森田 修平 

3 R6.11.29 (金) 3 英語の患者紹介状作成 内科学第四 谷本 貴志 

4 R6.12.6 (金) 3 英語での論文カバーレター作成 内科学第四 塩野 泰紹 

5 R6.12.13 (金) 3 英語の履歴書作成 内科学第四 田中 篤 

 

Ⅳ 学習及び教育方法 

実践的授業形式とする。必要な知識を講義し、各授業のテーマに沿った文章等を実際に作成する。 

 

Ⅴ 評価の方法 

  それぞれの授業で作成した成果物を提出し、その評価を行う。 

 

Ⅵ 推薦する図書 

  特になし 

 

Ⅶ オフィスアワー 

  循環器内科  曜日・時間帯：随時 

     【連絡方法】nori212★wakayama-med.ac.jp（担当：北端宏規） 

     【実施場所】研究棟４階 循環器内科医局 

     【備  考】曜日／時間帯は事前連絡で決定。まずは北端まで連絡をお願いします。 
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